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表　　題　　Advanced Glycation Endproducts産生抑制試験

2017年（平成29年）03月06日当センターに提出された上記検体について試験した結果をご報告いたしますo

本報告番を他に掲載するときは当センターの船級鯛をお守りください。
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Advanced Glycation Endproducts産生抑制試験

1依頼者

認知機能サプリメント株式会社

2　検　　体

ヘルシアーナ水素

3　試験概要

Advanced Glycation Endproducts（以下「AGEs」と略す。）産生抑制試験はLeeらの方法1）に基

づき，0－グルコース，牛血清アルブミン（以下「BSA」と略す。）及び試験溶液を60℃で48時間

反応させた後，反応溶液の蛍光強度を測定することで実施した。AGEs産生抑制能は試験溶液

を加えない末処置対照の産生率を100％とした場合の相対値として評価したる

なお，BSAは製品番号A3733［sIGMA－ALDRICH］を用い，カプセルの中身について試験した。

4　試験方法

1）　反応溶液の調製

検体約1．0gを50％エタノール溶液20mlで抽出し，60分間室温で放置後，遠心分離

（3000r／min，5分間）し，ろ過したものを試験溶液とした。

1．5mlマイクロチューブに100mg／mlBSA溶液100　LLl，200mg／mlD－グルコース溶液

500　LLl，試験溶液20　tLl及びl／15mol／1リン酸緩衝液（pH7．2）を380　LLl加えた後，

60℃で48時間加温したものを反応溶液とした。

2）蛍光強度の測定

反応溶液20ILlを96穴マイクロプレートに加え，水200　ulを加えた後，マイクロプ

レートリーダーで蛍光強度を測定した。

AGEs産生抑制能は，試験溶液の代わりにl／15mol／lリン酸緩衝液（pH7．2）を加えて同様

に操作したものを未処置対照とし，下記の通り算出した。なお，ブランクは0－グルコース

溶液の代わりにl／15mol／lリン酸緩衝液（pH7：2）を加えて同様に操作したものを用いた。

AGEs産生抑制率（％）＝
（未処置対照の蛍光強度う　ー（反応溶液の蛍光強度＊）

（未処置対照の蛍光強度う

＊ブランクの蛍光強度を差し引いた値
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メモ∴手工

渕FRLi

マイク苗プレートリーダー操作条件

鰭　　種：SpectraMax M2e

寵電条件：蛍光，endpointモード，ボトムリード

添蓮波長：370nm

蚤発波長：440mm

5　試験藷菜

的E雲量生抑制率の結果を表－1に示した。

表－l AGEs産牛抑制率
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試料濃度 �抑制率（％） 

1．0mg／ml �29 
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